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1.  平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 248,799 △2.2 4,528 △19.4 4,208 △22.5 904 △77.7

22年2月期第3四半期 254,354 ― 5,617 ― 5,428 ― 4,059 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 7.24 7.23
22年2月期第3四半期 32.52 32.49

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 133,002 59,153 44.4 472.65
22年2月期 126,211 58,924 46.6 471.40

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  59,004百万円 22年2月期  58,840百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
23年2月期 ― 3.00 ―

23年2月期 
（予想）

3.00 6.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 331,000 △1.8 6,500 △17.3 5,900 △22.2 2,300 △67.0 18.43



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記業績予想は、本資料発表日現在における事業環境に基づくものであり、今後様々な要因によって上記予想と実際の業績が異なる可能性がありま
す。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q 128,894,833株 22年2月期  128,894,833株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q  4,056,965株 22年2月期  4,074,478株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q 124,829,164株 22年2月期3Q 124,829,893株
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１.当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　事業の種類別セグメントの業績は、下記のとおりです。

≪小売事業≫

≪不動産事業≫

≪その他の事業≫

基本テーマに「マーケティングの強化」「オペレーションの改革」「マンパワーの改革」に取り組みまし

また、都心部でのマルエツブランドの認知度向上を図るために「フーデックスプレス」「サンデーマー

連結子会社「株式会社マルエツフレッシュフーズ」を設立しました。

県）、成増南口店（東京都）、戸田氷川町店（埼玉県）、西大宮駅前店（埼玉県）、マルエツ プチ屋号

た。

さらに、ＳＭのインフラをゼロベースで再構築し経営効率を高めるため、平成22年６月に横浜常温物流

センター（神奈川県）、８月に八潮常温物流センター（埼玉県）、９月に川崎複合センター（神奈川県）

の３センターを開設しました。これに伴い、平成22年４月に生鮮食品の仕入・製造・加工及び販売を行う

小売業界では、お客様の低価格志向や企業間の激しい価格競争により、緩やかなデフレ状況となってお

店舗開発では、従来の小型店と異なり店舗に作業場を設けずセンターから商品を供給する40坪タイプの

り、依然として厳しい経営環境が続いています。

スワンの価値」がある新たなＰＢ商品「maruetsu３６５」を開発し、低価格型のマルエツ限定販売商品と

このような状況のなか各施策に取り組みました結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は2,487億

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の好調や政府の景気刺激策などを背景

商品施策面では、デフレの進行やお客様の低価格志向などに対応するため、「お手頃価格なのに、プラ

百万円（前年同期比22.5％減）、特別損失として賃貸不動産の転貸損失引当金繰入額等を計上し、四半期

に企業収益の改善や設備投資の持ち直しがみられましたが、海外景気の下振れや為替レートの変動、また

雇用情勢の悪化が懸念されるなど、景気の先行きは引き続き不透明な状況となっています。

純利益は９億４百万円（前年同期比77.7％減）となりました。

99百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益は45億28百万円（前年同期比19.4％減）、経常利益は42億８

小売事業につきましては、「食の専門店」としての競争優位性の確立を目指し、「スピードと創造」を

その他の事業につきましては、商品開発を担当している株式会社クローバ商事、ポイントカード運用に

３四半期連結累計期間の営業収益は28億59百万円（前年同期比0.8％増）、営業利益は４億82百万円（前

これらの結果、小売事業の当第３四半期連結累計期間の営業収益は2,458億74百万円（前年同期比2.2％

ト」「ポロロッカ」屋号58店舗を「マルエツ」及び「マルエツ プチ」屋号に変更しました。

年同期比359.5％増）となりました。

　さらに、既存店の活性化を図るための改装を21店舗で実施しました。

植樹活動を、11月には植樹後の保全活動を実施しました。

不動産事業につきましては、不動産賃貸及び駐車場管理の効率的運営に努めた結果、不動産事業の当第

減）、営業利益は39億79百万円（前年同期比27.0％減）となりました。

環境保全活動では、埼玉県の森林保全事業である「武蔵野の森再生事業」に参画し、平成22年４月には

店（埼玉県）、マルエツ新曽店（埼玉県）を閉鎖した結果、当第３四半期末の店舗数は251店舗となりま

小型店の実験を開始しました。

（東京都）、合計10店舗を新設しました。さらに、経営資源の効率化を図るためマルエツ東本郷店(埼玉

店舗として人形町駅前店(東京都)、西新宿六丁目店(東京都)、神田司町店（東京都）、南荻窪二丁目店

県)、ポロロッカ日本橋本町店（東京都）、ポロロッカ浦和大間木店（埼玉県）、ポロロッカ草加清門町

した。

関わる業務を行っている株式会社トマトスタンプ、事務代行サービス及び人材派遣を行っている株式会社

併せてご提供に努めました。

し、重点商品を最適な売場展開で売り込む52週ＭＤの推進を図りました。

新設しオペレーション改革部を移管して機能強化を行い、生産性指標の目標を明確にしオペレーションの

標準化を図る「ＭＯＰ(マルエツオペレーションプランニング)」に取り組んでいます。

販売施策面では、ビッグセールとして平成22年３月に「春の総力祭」、７月に「夏の総力祭」、９月に

「65周年創業記念祭」を開催、さらに、客数の増加を狙い「大均一祭」の強化並びに広告紙面の刷新を図

りました。また、お客様の暮らしぶりの変化を的確に捉え対応していくため「52週ＭＤ推進部」を新設

新店は、マルエツ屋号店舗として中野若宮店（東京都）、岩槻駅前店（埼玉県）、元住吉店（神奈川

また、人的生産性の改善を推進するために、平成22年９月に「ヒューマンパフォーマンス改革本部」を
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（２）連結財政状態に関する定性的情報
 ① 財政状態の分析

 ② キャッシュ・フローの状況

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２.その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

 法人税ならびに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

 転貸物件の収益及び費用の計上方法の変更

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

円減少しています。

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業

績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっています。

第１四半期連結会計期間より、店舗閉店等に伴い転貸している物件の損益を、家賃収入及び支払家賃

等を発生した期の損益として計上する方法から、支払義務のある賃料等総額から転貸による見込賃料収

法によっています。

入総額を控除した差額を、引当金として計上する方法に変更しました。
これにより、営業利益及び経常利益が２億62百万円増加し、税金等調整前四半期純利益が11億88百万

産の取得による支出16億93百万円、差入保証金の回収による収入16億98百万円等により、投資活動による

となりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、短期借入金の純減額５億円、配当金の支払額７億39百万円

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益22億10百万円、減価償却費35億

キャッシュ・フローの減少は80億70百万円（前年同期比２億40百万円の増加）となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、有形固定資産の取得による支出75億73百万円、無形固定資

41百万円、仕入債務の増加額27億47百万円等により、営業活動によるキャッシュ・フローの増加は92億26

負債合計額は、前連結会計年度末に比べ65億62百万円増加し738億48百万円となりました。主に買掛金

円となりました。主に店舗及び加工・物流センターの新設等により有形固定資産が増加したことによるも

百万円（前年同期比６億33百万円の増加）となりました。

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ67億90百万円増加し1,330億２百万

これらの結果、その他の事業の当第３四半期連結累計期間の営業収益は65百万円（前年同期比14.6％

減）、営業利益は65百万円（前年同期比12.1％増）となりました。

マーノにおいて当社グループ内での取り扱い業務の拡大を図ってきました。

純資産は、四半期純利益の計上及び配当金の支払等により前連結会計年度末に比べ２億28百万円増加し

のです。

　連結業績予想につきましては、現時点では平成22年４月15日に公表した数値からの変更はありません。

等により、財務活動によるキャッシュ・フローの減少は12億20百万円（前年同期比28億２百万円の減少）

また、平成22年４月に川崎複合センターのサポート業務を行う連結子会社「株式会社マーノセンターサ

ポート」を、平成22年７月に商品の品質管理及び検査業務を行う連結子会社「株式会社食品品質管理セン

百万円となりました。

ター」を設立しました。

591億53百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ63百万円減少し88億66

の増加及び転貸損失引当金の計上によるものです。

　なお、有利子負債は、前連結会計年度末に比べ４億79百万円減少し、295億円となりました。
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,866 8,929

売掛金 2,430 1,782

商品 8,638 8,085

貯蔵品 46 47

繰延税金資産 1,054 1,145

その他 7,127 6,400

貸倒引当金 △5 △3

流動資産合計 28,159 26,387

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 32,254 28,883

土地 28,678 28,661

その他（純額） 9,366 7,334

有形固定資産合計 70,299 64,878

無形固定資産 4,297 3,131

投資その他の資産   

投資有価証券 205 210

差入保証金 28,627 29,761

繰延税金資産 1,487 1,509

その他 541 967

貸倒引当金 △615 △635

投資その他の資産合計 30,245 31,813

固定資産合計 104,842 99,823

資産合計 133,002 126,211
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 20,878 18,167

短期借入金 2,500 3,000

1年内返済予定の長期借入金 1,949 11,306

未払法人税等 1,291 482

賞与引当金 922 －

商品券引換引当金 23 46

その他 11,094 9,200

流動負債合計 38,660 42,204

固定負債   

長期借入金 24,431 15,003

退職給付引当金 1,651 1,272

転貸損失引当金 1,188 －

長期預り保証金 5,541 5,593

その他 2,373 3,212

固定負債合計 35,187 25,082

負債合計 73,848 67,286

純資産の部   

株主資本   

資本金 37,549 37,549

資本剰余金 9,801 9,801

利益剰余金 13,666 13,510

自己株式 △2,013 △2,022

株主資本合計 59,003 58,839

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 0 0

評価・換算差額等合計 0 0

新株予約権 148 84

純資産合計 59,153 58,924

負債純資産合計 133,002 126,211
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 249,613 243,375

売上原価 178,958 174,194

売上総利益 70,655 69,180

営業収入 4,741 5,424

営業総利益 75,396 74,605

販売費及び一般管理費 69,778 70,076

営業利益 5,617 4,528

営業外収益   

受取利息 74 69

受取保険金 － 16

匿名組合投資利益 189 －

雑収入 78 46

営業外収益合計 342 132

営業外費用   

支払利息 354 293

固定資産除却損 130 111

雑損失 46 47

営業外費用合計 531 451

経常利益 5,428 4,208

特別利益   

立退補償金収入 － 300

転貸損失引当金戻入額 － 210

貸倒引当金戻入額 25 25

前期損益修正益 － 25

受取保険金 253 －

特別利益合計 279 561

特別損失   

転貸損失引当金繰入額 － 1,606

減損損失 231 375

支払補償金 － 348

店舗閉鎖損失 340 221

固定資産売却損 － 7

匿名組合清算に伴う投資損失 713 －

訴訟関連損失 141 －

特別損失合計 1,427 2,559

税金等調整前四半期純利益 4,281 2,210

法人税、住民税及び事業税 225 1,192

法人税等調整額 △4 113

法人税等合計 221 1,305

四半期純利益 4,059 904
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,281 2,210

減価償却費 2,907 3,541

減損損失 231 375

賞与引当金の増減額（△は減少） 918 922

退職給付引当金の増減額（△は減少） 684 378

転貸損失引当金の増減額（△は減少） － 1,188

受取利息及び受取配当金 △74 △70

支払利息 354 293

有形固定資産売却損益（△は益） － 7

固定資産除却損 131 152

訴訟関連損失 141 －

受取保険金 △253 △16

匿名組合清算に伴う投資損失 713 －

匿名組合投資損益（△は益） △189 8

売上債権の増減額（△は増加） △798 △648

たな卸資産の増減額（△は増加） △286 △552

仕入債務の増減額（△は減少） 1,590 2,747

その他 △647 △986

小計 9,705 9,552

利息及び配当金の受取額 74 70

利息の支払額 △445 △369

損害賠償金の支払額 △496 －

訴訟和解金の支払額 △180 －

保険金の受取額 253 16

法人税等の支払額 △318 △288

法人税等の還付額 － 244

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,592 9,226

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △8,207 △7,573

有形固定資産の売却による収入 － 8

無形固定資産の取得による支出 △1,437 △1,693

差入保証金の差入による支出 △666 △526

差入保証金の回収による収入 1,977 1,698

その他 23 17

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,310 △8,070
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,710 △500

リース債務の返済による支出 － △51

長期借入れによる収入 8,000 11,000

長期借入金の返済による支出 △11,028 △10,928

自己株式の処分による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △10 △1

配当金の支払額 △1,089 △739

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,582 △1,220

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,864 △63

現金及び現金同等物の期首残高 8,466 8,929

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,331 8,866
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（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間 (自 平成21年３月１日  至 平成21年11月30日)

営業収益

(1) 外部顧客に対する

    営業収益

(2) セグメント間の

    内部営業収益

    又は振替高

(注) 1.事業の区分の方法

事業区分は事業内容を勘案の上決定しています。

2.各事業区分の主要な内容

・小売事業 ･･････ スーパーマーケット等の事業です。

・不動産事業 ･･････ 店舗開発、運営、管理及び不動産賃貸事業です。

・その他の事業 ･･････ 事務処理の受託業務、商品開発等です。

3.最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更

「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

す。

なお、この変更による第３四半期連結累計期間のセグメント情報に与える影響は軽微で
会　平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を適用しています。

その他の

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員

連結小売事業 不動産事業 計
消去又は

計

2,837

(百万円)

事業

254,354

1,546

全社

(百万円) (百万円)

(1,546)

76

989

(百万円)(百万円) (百万円)

5,617

254,354

－

－251,440

143

254,354

    営業利益 58

1,065251,583

5,454

3,251

104

414

5,617

(1,546)

－

255,900
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当第３四半期連結累計期間 (自 平成22年３月１日  至 平成22年11月30日)

営業収益

(1) 外部顧客に対する

    営業収益

(2) セグメント間の

    内部営業収益

    又は振替高

(注) 1.事業の区分の方法

事業区分は事業内容を勘案の上決定しています。

2.各事業区分の主要な内容

・小売事業 ･･････ スーパーマーケット等の事業です。

・不動産事業 ･･････ 店舗開発、運営、管理及び不動産賃貸事業です。

・その他の事業 ･･････ 事務処理の受託業務、商品開発等です。

3.会計処理の方法の変更

「転貸物件の収益及び費用の計上方法」の変更

【所在地別セグメント情報】

在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

項はありません。

前第３四半期連結累計期間 (自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日)及び当第３四半期連

結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日)において、本邦以外の国または地域に所

前第３四半期連結累計期間 (自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日)及び当第３四半期連

結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日)において、海外売上がないため、該当事

250,550

65

1,165

482

431

    営業利益 65

1,230246,029

3,979

3,290 248,799

4,528

(1,751)

0

転貸している物件の損益を、家賃収入及び支払家賃等を発生した期の損益として

(百万円)(百万円) (百万円)

4,527

248,799

－

－245,874

154

事業

248,799

1,751

全社

(百万円) (百万円)

(1,751)

その他の

２.その他の情報(３)に記載の通り、第１四半期連結会計期間より店舗閉店等に伴い

連結小売事業 不動産事業 計
消去又は

計

2,859

(百万円)

計上する方法から、支払義務のある賃料等総額から転貸による見込賃料収入総額を

控除した差額を、引当金として計上する方法に変更しました。
この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の営業利益が、「不動産事業」で262百万

円増加しています。
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